
日
々
は
学
生
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
祭

活
動
、
仕
上
げ
の
年
に
な

り
ま
し
た
。
本
年
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
静
岡
教
区
の
学

生
会
と
し
て
は
、
久
し
ぶ

り
に
委
員
長
が
い
る
中
で

活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。

学
生
が
中
心
と
な
り
、
行

事
の
企
画
や
声
か
け
を
す

る
姿
は
大
変
勇
ま
せ
て
頂

き
ま
す
。
し
か
し
、
な
か

な
か
仲
間
が
集
ま
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
も
そ

も
、
学
生
さ
ん
が
少
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
お
道
に
繋
が
る
方
々

（
大
人
）
の
学
生
会
へ
の

関
心
が
薄
れ
て
い
る
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。

以
前
、
会
員
廻
り
を
し

て
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
名
簿

に
あ
る
学
生
の
お
宅
（
教

会
）
に
伺
う
と
、
所
属
の

会
長
さ
ん
（
親
）
か
ら
は

「
た
ぶ
ん
行
か
な
い
と
思

う
よ
」
と
消
極
的
な
返
事

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
帰

り
道
で
バ
ッ
タ
リ
本
人
に

出
会
い
、
直
接
行
事
の
お

誘
い
を
す
る
と
「
行
き
た

い
で
す
！
」
と
大
変
嬉
し

い
答
え
が
返
っ
て
き
た
そ

う
で
す
。
電
話
で
の
お
誘

い
も
同
様
、
「
部
活
が
あ

る
と
思
う
か
ら
行
け
な
い

と
思
う
」
と
、
親
の
思
い

が
先
行
し
て
本
人
に
伝
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

学
生
会
の
行
事
に
初
め

て
参
加
す
る
方
は
き
っ
と
、

ド
キ
ド
キ
す
る
と
思
い
ま

す
。
不
安
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
帰
る
と

き
に
は
お
互
い
に
連
絡
先

を
交
換
し
て
「
次
い
つ
会

う
？
」
と
話
す
姿
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
学
生
時
代

に
お
道
を
通
し
て
で
き
た

繋
が
り
は
、
大
人
に
な
っ

て
も
続
き
ま
す
。
私
自
身

が
そ
う
で
す
し
、
当
時
の

仲
間
か
ら
は
色
ん
な
面
で

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学

生
さ
ん
に
は
一
生
の
友
達

を
得
る
機
会
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

の
で
す
。
教
会
子
弟
、
信

者
子
弟
関
係
な
く
、
静
岡

県
内
の
お
道
に
繋
が
る
学

生
は
も
れ
な
く
学
生
会
活

動
に
参
加
し
て
頂
き
た
い

と
切
に
願
い
ま
す
。

今
年
の
３
月
末
に
は

「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え

り
」
が
開
催
さ
れ
、
静
岡

教
区
で
は
「
27
日
、
28
日
、

29
日
（
参
加
者
に
よ
っ
て

変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
）
」

の
日
程
で
参
加
し
ま
す
。

年
祭
活
動
の
仕
上
げ
の
年

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

年
は
昨
年
以
上
の
参
加
者

で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
静
岡
教

区
の
学
生
会
が
盛
り
上
が
っ

て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
学
生
担
当
委
員
会
一

同
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

学
生
さ
ん
に
は
必
ず
声
を

か
け
て
頂
き
、
人
生
の
貴

重
な
出
会
い
が
あ
る
学
生

会
活
動
へ
の
参
加
を
促
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会
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多くの学生をおぢばへ送り出そう



事
情
願
書

任
命
願
・
臨
時
祭
典
願６

件

教
区
受
付
日

２
月
10
日

靜
悦
分
教
会
（
津
）

３
月
６
日

竜
洋
町
分
教
会
（
山
名
）

４
月
14
日

吉
松
峰
分
教
会
（
本
島
）

４
月
14
日

薫
遠
州
分
教
会
（
幅
下
）

８
月
17
日

本
駿
河
分
教
会
（
本
荏
）

10
月
14
日

薫
浜
松
分
教
会
（
幅
下
）

神
殿
増
築
及
修
築
並
内

部
改
造
願
・
臨
時
祭
典

願遷
座
祭
日
願

３
月
６
日

竜
洋
町
分
教
会
（
山
名
）

臨
時
祭
典
願

４
件

５
月
７
日

佐
野
原
大
教
会
（
本
部
）

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭

８
月
11
日

志
静
分
教
会
（
津
）

創
立
百
周
年
記
念
祭

９
月
19
日

田
方
分
教
会
（
嶽
東
）

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭

９
月
23
日

伊
東
分
教
会
（
嶽
東
）

創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭

法
人
願
書

飛
地
境
内
地
拡
張
承
認

願６
月
29
日

愛
町
分
教
会
（
麹
町
）

飛
地
境
内
地
及
境
内
建

物
承
認
願

２
月
25
日

利
根
分
教
会
（
阪
東
）

※
日
赤
分
教
会

基
本
財
産
一
部
処
分
承

認
願

３
件

１
月
10
日

静
葵
分
教
会
（
静
岡
）

７
月
22
日

沼
津
大
教
会
（
本
部
）

12
月
25
日

山
名
大
教
会
（
本
部
）

特
命
代
表
役
員
任
命
願７

件

１
月
30
日

江
尻
分
教
会
（
静
岡
）

２
月
25
日

靜
鷹
分
教
会
（
堺
）

３
月
５
日

沼
津
大
教
会
（
本
部
）

３
月
30
日

愛
遠
州
分
教
会
（
愛
静
）

11
月
９
日

龍
西
分
教
会
（
山
名
）

12
月
１
日

奥
仁
科
分
教
会
（
嶽
東
）

12
月
１
日

田
子
港
分
教
会
（
嶽
東
）

宗
教
法
人
合
併
承
認
願４

件

３
月
６
日

江
尻→

庵
原
（
静
岡
）

３
月
６
日

駿
河
岡→

庵
原
（
静
岡
）

４
月
25
日

本
神
川→

佐
野
原

12
月
25
日

龍
西→

袖
ヶ
浦
（
山
名
）

教
会
規
則
変
更
承
認
願２

件

２
月
29
日

有
玉
分
教
会
（
山
名
）

12
月
25
日

江
間
分
教
会
（
山
名
）

承
認
書
再
下
附
願

３
月
25
日

浜
勇
分
教
会
（
山
名
）

願
書
提
出

◎
事
情
願
書

（
お
運
び
を
伴
う
願
書
）

お
運
び
希
望
月
の
前
月

20
日
ま
で
に
提
出
下
さ
い

◎
法
人
願
書

随
時
受
け
付
け
ま
す
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西
遠
支
部

幅
下
大
教
会
部
属

薫
浜
松
分
教
会

四
代
会
長

大
石

洋

お
お
い
し

よ
う

こ
の
た
び
、
天
理
教

薫
浜
松
分
教
会
の
四
代

会
長
に
任
命
さ
れ
た
大

石
洋
で
す
。

身
に
余
る
重
責
で
は

あ
り
ま
す
が
、
教
祖
の

御
教
え
を
基
盤
に
、
お

た
す
け
に
努
め
、
地
域

に
明
る
い
ひ
の
き
し
ん

の
心
を
広
げ
て
い
き
た

い
所
存
で
す
。

先
代
た
ち
が
築
か
れ

た
道
を
大
切
に
し
つ
つ
、

時
代
に
即
し
た
新
た
な

一
歩
を
共
に
踏
み
出
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。ど

う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
任
・
教
会
長
を
拝
命
し
て

令
和
６
年
教
務
統
計

西村勝造 著

定価：990円（本体900円）

文庫判／272ページ

若くしてお屋敷に勤め、教祖に直接お仕

えした高弟の謦咳に接した著者が、神殿お

たすけ掛主任として、おたすけについて、

あらためて考えを巡らせる。

十全の守護の理の説き分けを台に、身上

をたすけられた体験や、先人の信仰談義な

どをちりばめながら、おたすけの要諦を闊

達な語り口でつづった教話の名著!
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教区おうた合唱団員新規募集

私達の信仰のこころ、教祖のお言葉「おうた」を歌いませんか？「おふでさき」に曲をつけ、常に口ずさみつ

つ、より親しませて頂こうとの思いから生まれたのが「おうた」であり、その曲数は昭和21年から現在までに19

曲出来ています。 (天理教音楽研究会ホームページより)

静岡教区では東部・中部・西部３つの地域に分けて練習を行っています。

「おうた」をはじめ、お道の歌、また、一般の合唱曲も楽しくそれぞれの合唱団で練習しています。

また年数回、教務支庁での合同練習や懇親会を開催しています。

今年は６月８日（日）におぢばで行われる「第６１回歌う一手一つ」に教区合唱団として出演。

また教内で行われる「おうた演奏会」の賛助出演、県内の教内外のイベントにも出演しています。

是非ともお気軽にご参加下さい。特に若い方のご参加をお待ちしています。

★県東部にお住まいの方 東部合唱団コールジョイアス

練習日：月１～２回 木曜日（都合により変更有り）練習時間：19：00～21：00

場所：沼津市大岡２４８８－１－１ 天理教嶽東大教会１号館２階大広間

団費 ２,000円/月 お問い合わせ 芹澤広和（080-4161-3654）まで

★県中部にお住まいの方 中部合唱団ジョリフレール

練習日：月1回 日曜日 場所：焼津市岡当目村北１番地 天理教静岡教務支庁

団費 2,000円/月 お問い合わせ 梅田聡（090-3587-8260、教区団長）まで

★県西部にお住まいの方 浜松おうた合唱団アヴァンティ

練習日：月２～３回 水曜日 場所：〒432-8024 静岡県浜松市中区鴨江町1番地 鴨江アートセンター

団費 3,000円 / 月 お問い合わせ 川合償吉（090-4799-7902）まで
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